
（様式１－１）
大牟田市立米生中学校（ＮＯ．１）平成２８年度 学校評価報告書

学校教育目標 志を持ち自ら考え行動できる生徒の育成 重点目標 自分の考えを相手に伝えることができる生徒の育成

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
重点目標 目標達成のための方策 取組指標 成果指標 結 果（成果○と課題△） コメント 次年度における改善策（案）（ ） 評価 評価

見通しを持たせるような めあて 学習アンケートで「めあて」をもって学習 △授業の「まとめ」に対しての十分な ○学校の自己評価は上方修正してもよいと ○子どもの思考を大事にした「めあ「 」
の工夫と「わかる 「できる」を し、授業の「まとめ」を理解している生徒 ３ 理解に課題が見られる。 Ｂ 思う。 て」を工夫し、最後に「まとめ」」
実感させるような「まとめ」の工 が８５％以上（結果 ８０％ ） ○主体的な学習となるように「めあて」の として確認し、家庭学習につなが

重 夫 △勉強が楽しいと答えた生徒が７割強 設定を子ども自身の気づきから設定す るような取組を継続していく。
学ぶ意欲の向 生徒の学ぶ意欲を喚起する導入、 生活アンケートで 学校での勉強が楽しい で、昨年度よりも減少している。 る。 ○ 基礎基本に関しては、繰り返し「 」
上と基礎・基 発問の工夫 と答えた生徒が８０％以上 ３ Ｂ ○学力向上に向けて、小中学校で連携した 学習することを意識付け、授業の

点 本の定着 （結果 ７９％ ） △自分の考えをまとめて、伝える工夫 具体的な共通実践項目を設定した取組が 中や補充の時間を設定して、実施
自らの考えを発表したり意見交換 学習アンケートで「自分の考えを書いたり が必要である。 必要である。 していく。
したりする場の設定 発表したりしている」と答えた生徒が８０ ３ Ｂ ○成果指標に対する達成率なので９０％を ○自分の考えをまとめ、友達と意見

目 ％以上 （結果 ７７％ ） ○毎日の取組や専門委員会の取組が成 超えている項目の評価は「４」にしてよ を交流する場を設定して、考えを
補充学習や繰り返し学習による継 学習アンケートで「家で宿題や復習をして 果につながったと考えられる。 いと思う。 広げたり、深めたりしながら、学
続的な取組 いる 「１Pノートを毎日提出する」と答え ４ Ａ ○偏差値等の数値で計測できない非認知能 ぶ意欲につなげる。」

標 た生徒が８０％以上 （結果 ８１％ ） 力もあり、学力を総合的に捉えることも
重要に思う。

ESDの視点に立った教育活動と実 各学年ごとの計画に沿って、体験活動を充 ○各学年の体験活動が定着して、地域 ○学校の自己評価は適切である。 ○ＥＳＤの視点に立った教育活動を
に 生活を結びつける指導の工夫 実させる （実態や生徒の姿から） ４ や職場や施設などとのつながりを感 Ａ ○ＥＳＤの視点に立った教育活動が推進さ 継続し、全学年で計画的に実施で。

じられるようになってきた。 れていることが、生徒の姿として表れて きるようにする。
学校行事や体 協働意識や他者肯定感のある異年 行事アンケートで「充実感や満足感を味わ ○体育会・ミュージックフェイト等の いる。 ○生徒会を中心とした縦割り活動を

関 験活動の充実 齢集団の活用と縦割り活動 えた」と答えた生徒が９０％以上 ３ 行事を通して、学年を超えて交流を Ｂ ○体験活動は素晴らしいものがある。自己 学校行事の中で多く取り入れ、自
（結果 ８４％ ） することができた。 主張ができる生徒が増えて来たと思う。 己存在感を高める工夫をする。

活躍する場面や自己存在感を高め 生活アンケートで「得意なことや自慢でき △様々な「ひと、もの、こと」との関 ○行事に積極的に取組む態度がよく出てい ○再編に伴って学級数も増えるが、
す る場の設定 ることがある」と答えた生徒が８０％以上 ３ わりの中で育成していく必要があ Ａ る。 各学年の体験活動を継続し、地域

（結果 ７８％ ） る。 ○「褒め方 「しかり方」は重要で難しい とのつながり、特別支援学校との」
認め合う人間関係を築き、自己有 生活アンケートで「みんなの役に立ってい ○学校行事等、人との関わりの中で、 と思う。 つながりや各職場とのつながりを

る 用感を感じる報告活動の充実 る」と答えた生徒が７０％以上 ４ 自己存在感を確認できるようになっ Ａ ○努力を賞賛することばやメッセージが伝 通して３年間を通して、自分の進
（結果 ７４％ ） てきた。 わればと思う。 路も考える機会にする。

チャイム席、挨拶等学習規律の確 学習アンケートで「チャイム席が守れてい ○学校生活の中では、チャイムを意識 ○学校の自己評価は上方修正してもよいと ○再編に伴い、最初の年度は、授業
評 立 る」と答えた生徒が９０％以上 ３ して行動することができるようにな Ｂ 思う。 規律の統一、意識化と実践を中心

学習の基盤と （結果 ８９％ ） ってきた。 ○夢を持っている生徒が多いのは素晴らし に教育活動を進めて行く。
なる力の育成 学習スキルの習得と授業の基本を 学習アンケートで「板書の内容をノートに △学習の基本を押さえ、授業に集中さ い。それを達成する学習意欲の向上につ ○キャリア教育の視点に立った体験

価 意識した指導の実施 写している」と答えた生徒が９０％以上 ３ せる必要がある。 Ｂ ながる指導の工夫を期待する。 活動を継続し、総合的な学習の時
（結果 ８９％ ） ○自制心ややり抜く力を「ノートに書く」 間を充実させていく。

キャリア教育の視点に立った体験 質問紙「将来の夢や目標を持っている」と ○総合的な学習の時間など様々な体験 習慣で身につけさせるとよいと思う。
活動の充実 答えた生徒が８０％以上 活動を通して、働くことの意味につ ○時間を守ること、将来に夢を持たせるこ

（結果 ８４％ ） ４ いて考えることで、自分のこととし Ａ とは大切である。
て捉えることができるようになって ○ノートには重要なことだけ記録すればい
きた。 いと思う。

学校行事や体験活動との関連を図 質問紙「いじめはどんな理由があってもい ○道徳の時間などの授業実践の工夫が ○学校の自己評価は適切である。 ○生活・いじめアンケートを定期的
った道徳教育の実施 けないことと思う」と答えた生徒が９０％ ４ 効果的だった。 Ａ ○いじめに関しては、学校と家庭の連携が に行い、職員間で情報を共有しな

、 、い いじめ防止対 以上 （結果 ９５％ ） 必要である。 がら 早期発見・早期対応に努め
じ 策の推進 生徒会活動によるいじめ防止の取 生徒会を中心とした呼びかけ（いじめスト △いじめ防止の標語やポスターなど、 ○友人から受ける影響は大きい。子どもだ いじめの未然防止につなげる。
め 組 ップ標語やポスター作成 を活性化させる ３ 今後も取組の工夫が必要である。 Ａ けの力だけでは抵抗できないことがある ○道徳の教科化を視野に入れ、道徳） 。
防 ので、環境を整える努力をする必要があ 教育の充実を図っていく。
止 生活・いじめアンケートによる早 生活アンケート「学級でほっとしたり、楽 ○行事等を通して学級内に信頼できる る。

期発見・早期対応 しい気持ちになる」と答えた生徒が９０％ ３ 人間関係ができてきている。 Ｂ ○アンケートから 「いじめはいけない行、
以上 （結果 ８６％ ） 為」という認識が生徒に根付いている。

米生・勝立中校区の円滑な接続を 再編を視野に入れ、小学校との情報交換・ ○６校交流合同研修会を実施すること ○学校の自己評価は適切である。 ○不登校生徒の家庭との連携を強化
目指した小中連携 合同研修会等を年間３回実施し、中１ギャ ３ ができた。今後は、さらなる小中連 Ａ ○不登校の解消には関係機関とのケース会 し、生活環境等の改善に向けて関

不 不登校解消に ップの解消を目指す 携を進める必要がある。 議 医療機関とのつながりが必要である 係機関や医療機関とのつながりを、 。
登 向けた組織的 受容的・共感的態度で臨む教育相 生活アンケートで「先生はあなたのよいと △今後も、生徒一人ひとりに対し、受 ○不登校生徒が少なくなってきている。 深めていく。
校 対応 談 ころを認めていると思う」と答えた生徒が ３ 容的態度で臨む工夫が必要である。 Ｂ ○中１ギャップ解消のためには、小中連携 ○小中連携を一歩進めて、授業や生
防 ８５％以上 （結果 ８３％ ） が大切だと思う。 徒指導面で協働して取り組み、中
止 不登校・不登校傾向生徒の情報の 早期対応、マンツーマン対応、SCの活用等 △早期対応、マンツーマン対応、情報 ○奉仕活動で学んだことを地域社会で生か １ギャップの解消に努めていく。

共有化 関係機関との連携 ３ 交換等行ってきたが、学年によって Ａ すような教育など、学校外での取組も必
通常学級に在籍する生徒の個別の指導計画 は、不登校生徒の改善に十分につな 要である。
３名分作成 がらない一面もあった。

◇ 評価について ・ 自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）【
・ 学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである【


